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50　　環境浄化 ・修復 ・保全技術

503 海産性微細藻類 にお け る重金 属抱合ペ プ チ ド phytochelatinの 生合成制御に

関する基礎的研究

（阪大院 ・薬 、 ミュ ヘ ン大 e 生物薬研
＊

）○太田聡 子 、 難波岳 、

辻本善政 、 平 田收正 、 Meinhart・H ，　Zenk”
、 宮本和 久

【目的】PhytocheratiE　（　PC ）は 、 γ一G 且u −Cys を基本単位構造 とする低分子ペ プ チ ドで あ

り、 高等植物 ・酵母 ・真核微細藻類におい て 有害重金属に対 する防御 因子 と して 働 くこ

とが知 られ て い る 。 我々は 、 藻類にお け る PC 生産能 を強化 する こ とによ り、 環境中に

拡散 した低濃度有害重金属 を濃縮除去する新 しい bieremediation技術の 構築を最終的な目

的と して 、 微細藻類に おける PC 生合成制御 に 関す る基 礎的 な検討 を行 っ た 。

【方法お よび結果】こ れ まで の 検討か ら、 ca や 7m 処理 によ り比較的高い PC 合成能が

認め られた 海産性緑藻 Dunalieilas　tertioiecta を用い て 、 重金 属処理 条件が PC 及び その生

合成系の 中間体で ある 91utathiOlle　（　GSH ）。 γ
一Glu−Cys （γ　−EC ）の 合成に与 える影響 に

つ い て 調 べ た 。 PC は   、
　 GSH とγ

一EC は mBBr による呈 色反応を利用 し、
　 HPLC に

よ り定 量 した 。 PC 生合成制御 に関する情報 を得るた め に 、
　 PC 、

　 GSH 、 γ
一EC 合成量に

対する重金属処理時間お よび処理 濃度 の影響 に つ い て調 べ た とこ ろ、 γ ・EC の合成 は PC

同様 重金属処理 に よっ て 有意に促進され 、 しか も PC に 比 べ 低濃度および短時間で 促進

され る こ とが 明 らか とな っ た 。 さ らに 、 野生株 よ りも PC 合成能が数倍高い OS 耐性株 に

おけ る各成分の 合成に 関す る重金属処理条件の影 響を調べ 、 またそれ ぞれ の合成酵素の

活性 に つ い て 野生株 と比較する こ とに よ り、 PC 生合成制御様式につ い て 考察 した 。
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504 ラン 藻に よ るカ ドミ ウム 吸着除去 にお ける水酸化ナ トリウム 処理の 効果

（阪大院 ・薬） ○小 田愛子、永瀬裕康、平 田收正 、宮本和久

〔目的】ラ ン 藻 Tolypothrix　genuis にお ける環境水中 か らの カ ドミウム 吸着 除去 はカ

ル シ ウム 、マ グネシ ウム が高濃 度 に存在する と抑制される 。 しか し水酸化ナ トリウ

ムで 細胞 を処 理 した と ころ 、カ ドミ ウム 吸着能 は これ らの イオ ン存 在 下で も低下 し

ない こ とが判 明 した 。 そ こで 更 な るカ ドミウム 除去能 の 向上 をめ ざ し、水酸化ナ ト

リウム 処理効果 の 特性 と機構 を検 討 した 。

〔方法及び結 果萋水酸 化ナ トリウム処理 によ り n カ ドミウ ム 吸着量 は増加 し 、 カ ド

ミウム選択性 は向上 した。そ こで この 点に着 目 して 次 の よ うな検討 を行 っ た 。 まず、

エ ネルギ
ー

分散型X線分析 （EDS ）を用 い て T．　tenUts の細胞 に お ける カ ドミ ウム分布

に つ い て 調べ た と こ ろ 、未処理 の 細胞 で は主 に細胞外膜に カ ドミ ウ ム が分布 し 、細

胞 内 に は ほ と ん ど見 られ なか っ たが 、水 酸化 ナ ト リウム処 理 を施 し た細胞 は 細胞内

部 に もカ ドミ ウム が分布 して い た 。 次 に T．tenuis の 紐胞 外 膜分 画 の み を水 酸化ナ ト

リウ ム処理す る こ とに よ り、 細 胞外膜 の カ ドミ ウ ム 吸着へ の 関与を 調 べ た 。 こ の 結

果 、 水酸化ナ トリウム 処理 効果 は細胞内部の 成分 の カ ドミ ウム 吸着 へ の 関与で ある

こと が示唆さ れ た。そ こで細胞 の 成分 の 分離を行 い 、 カ ドミ ウム 吸 着画分 の 特性を

検討 した 。 また 、 水酸化 ナ トリウム 処理効果の 小 さか っ た 株 Anmbaena 　 variabilis で も

同様 に検討 し、11tenuis との 比較 を行 っ た。
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